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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年9月5日(2016.9.5)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガードネレラ・バジナリス（Ｇａｒｄｎｅｒｅｌｌａ　ｖａｇｉｎａｌｉｓ）に起因す
る細菌性膣炎を、ラクトバチルス・アシドフィルス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｃ
ｉｄｏｐｈｉｌｕｓ）を増殖させることで、治療するために、薬学的に許容される担体と
共に有効量の融解ＮａＣｌ、およびブドウ糖の化合物を有効成分として含む組成物であっ
て、
　前記融解ＮａＣｌ、およびブドウ糖の化合物は、１：１－３（ｗ／ｗ）の比率で混合さ
れ、
　前記融解ＮａＣｌが、天然塩を原料とし融解温度が８００～１０００℃で融解時間が１
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２時間以上４８時間以下である融解ＮａＣｌであることを特徴とする、
皮膚外用組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の組成物であって、該組成物は膣錠剤組成物または洗浄液組成物である
組成物。
【請求項３】
　薬剤の製造における、融解ＮａＣｌ、およびブドウ糖の化合物を有効成分として含む使
用方法であって、
　前記融解ＮａＣｌ、およびブドウ糖の化合物は、１：１－３（ｗ／ｗ）の比率で混合さ
れ、
　前記薬剤は哺乳動物におけるガードネレラ・バジナリス（Ｇａｒｄｎｅｒｅｌｌａ　ｖ
ａｇｉｎａｌｉｓ）に起因する細菌性膣炎を、ラクトバチルス・アシドフィルス（Ｌａｃ
ｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｃｉｄｏｐｈｉｌｕｓ）を増殖させることで、治療することを
目的とし、
　前記融解ＮａＣｌは、天然塩を８００～１０００℃の範囲の温度にて１２時間～４８時
間の間融解させて調製されることを特徴とする、
使用方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５４】
　実験例１．アシドフィルス菌の成長に対する効果
　実施例１において調製した発明化合物（ＳＧ１）のラクトバチルス・アシドフィルス（
Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｃｉｄｏｐｈｉｌｕｓ）の成長に対する効果を試験する
ために、文献（Ｃｈｏｉ，Ｊ．Ｇ．ら、Ａｎｔｉｂａｃｔｅｒｉａｌ　ａｃｔｉｖｉｔｙ
　ｏｆ　Ｅｃｋｌｏｎｉａ　ｃａｖａ　ａｇａｉｎｓｔ　ｍｅｔｈｉｃｉｌｌｉｎ－ｒｅ
ｓｉｔａｎｔ　Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ　ａｎｄ　Ｓａｌｍｏｎｅ
ｌｌａ　ｓｐｐ．，Ｆｏｏｄｂｏｒｎｅ　Ｐａｔｈｏｇ．Ｄｉｓ．，２０１０（Ａｐｒ．
）：７（４），ｐｐ４３５－４４１）に開示の手順に従って以下の試験を実施した。
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